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震度 7

震度 6 強

震度 6 弱

震　 度

0 2.0km

1： 65,000

1 . 地震が起きたら どう なる？1 . 地震が起きたら どう なる？

2 . 震度と 想定さ れる被害2 . 震度と 想定さ れる被害

震度4

震度 弱5

震度 強5

震度 弱6

震度6

震度7

● ほと んどの人が驚く 。

● 電灯などのつり 下げ物は大き く 揺れる 。

● 座り の悪い置物が、倒れるこ と がある 。

● 大半の人が、恐怖を覚え、物につかまり たいと 感じ る。

● 棚にある食器類や本が落ちるこ と がある。

● 固定し ていない家具が移動する こ と があり 、不安定な
も のは倒れるこ と がある。

● 物につかまら ないと 歩く こ と が難し い。

● 棚にある 食器類や本で落ち る も のが多く なる。

● 固定し ていない家具が倒れる こ と がある 。

● 補強さ れていないブロ ッ ク 塀が崩れるこ と がある 。

● 立っ ているこ と が困難になる。

● 固定し ていない家具の大半が移動し 、倒れる も のも あ
る。ド アが開かなく なるこ と がある。

● 壁のタ イ ルや窓ガラ スが破損、落下するこ と がある。

● 耐震性の低い木造建物は、瓦が落下し た り 、建物が

傾いたり するこ と がある。倒れるも のも ある。

● 耐震性の低い木造建物は、傾く も のや、倒れる も のが
さ ら に多く なる 。

● 耐震性の高い木造建物でも 、まれに傾く こ と がある。

● 耐震性の低い鉄筋コ ン ク リ ート 造の建物で は、倒れ
る も のが多く なる 。

強

● はわないと 動く こ と ができ ない。飛ばさ れるこ と も ある。
● 固定し ていない家具のほと んどが移動し 、倒れるも の

が多く なる 。
● 耐震性の低い木造建物は、傾く も のや、倒れる も のが

多く なる。
● 大き な地割れが生じ たり 、大規模な地すべり や山の崩

壊が発生する こ と がある 。

地 震

　 こ の地図は、鈴鹿西縁断層帯地震が発生し た 時の想定震度を 示し た も ので す。

出典： 鈴鹿西縁断層帯地震 ca s e2 （ 滋賀県地震被害想定結果）　 滋賀県（ 平成 2 6 年 3 月）

3 . 震度分布図（ 鈴鹿西縁断層帯地震）3 . 震度分布図（ 鈴鹿西縁断層帯地震）

建物倒壊・ 家具転倒による被害建物倒壊・ 家具転倒による被害 出火・ 延焼による火災被害出火・ 延焼による火災被害液状化による被害液状化による被害

ため池決壊による被害ため池決壊による被害土砂災害土砂災害

電気･ガス･水道の停止電気･ガス･水道の停止交通手段の寸断、停止交通手段の寸断、停止道路寸断道路寸断

鈴鹿西縁断層帯鈴鹿西縁断層帯

多
賀
町

琵
琶
湖

鈴鹿西縁断層帯 位置図 鈴鹿西縁断層帯 位置図 
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0 2.0km

1： 65,000
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1： 65,000
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1： 65,000

液状化危険度
液状化の可能性が大

液状化の可能性が中

液状化の可能性が小

凡　 例

液状化危険度
液状化の可能性が大

液状化の可能性が中

液状化の可能性が小

凡　 例

4 . 震度分布図（ 南海ト ラ フ 巨大地震）4 . 震度分布図（ 南海ト ラ フ 巨大地震） 5 . 液状化危険度分布図（ 鈴鹿西縁断層帯地震、南海ト ラ フ 巨大地震）5 . 液状化危険度分布図（ 鈴鹿西縁断層帯地震、南海ト ラ フ 巨大地震）

　 こ の地図は、南海ト ラ フ 巨大地震が発生し た 時の想定震度を 示し た も ので す。 　 こ の地図は、鈴鹿西縁断層帯地震が発生し た 時の液状化危険度を 示し た も ので す。

　 こ の地図は、南海ト ラ フ 巨大地震が発生し た 時の液状化危険度を 示し た も ので す。

出典： 南海ト ラ フ 巨大地震 陸側ケース（ 滋賀県地震被害想定結果）　 滋賀県（ 平成 2 6 年 3 月） 出典： 南海ト ラ フ 巨大地震 陸側ケース（ 滋賀県地震被害想定結果）　 滋賀県（ 平成 2 6 年 3 月）

出典： 鈴鹿西縁断層帯地震 ca s e2（ 滋賀県地震被害想定結果）　 滋賀県（ 平成2 6 年3 月）

鈴鹿西縁断層帯地震鈴鹿西縁断層帯地震

南海ト ラ フ 巨大地震南海ト ラ フ 巨大地震

南海ト ラ フ

多賀町多賀町

南海ト ラ フ 巨大地震 震源域※南海ト ラ フ 巨大地震 震源域※

南海地震

東南海地震東南海地震

東海地震東海地震南海ト ラ フ 巨大地震

※震源域… 地震の発生によ り 、ずれ動いた岩盤の
範囲のこ と 。
震源域が広い ほど 規模の
大き な 地震と な る 。
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揺れがおさ まるまで
様子を見る

一時避難場所へ

避難

避難生活の

安定へ

落 ち つ い て 火 の 元 を
確認し 、出火し て い た ら
初期消火し ま し ょ う 。

災害用伝言
ダイ ヤル

171
（ 外出先から ）

電気よし！

初期
消火

6 . 地震時の行動　6 . 地震時の行動　 7 . 揺れがおさ まっ てから の行動7 . 揺れがおさ まっ てから の行動

グラ ッ と きたら グラ ッ と きたら 身の安全を確保！

家の外家の外

料理中なら … 寝ていたら … 入浴中なら … TV を見ていたら …

（ キッ チン）（ キッ チン） （ 寝室）（ 寝室） （ お風呂）（ お風呂） （ リ ビング）（ リ ビング）

買い物中なら … 車の運転中なら …
電車に

乗っ ていたら … 仕事・ 授業中なら …

ビル街を
歩いていたら …

住宅地を
歩いていたら …

エレベータ ーの
中にいたら … 地下街にいたら …

ではでは

家の中家の中ではでは

地
震
発
生
！

地 震
発 生

家族の安全確認

避難準備

家族の安全確認

避難準備

地域の安全確認地域の安全確認

避難生活避難生活
自宅へ避難所へ

一時避難場所が

災害の危険性が

ある場合

一時避難場所が

災害の危険性が

ある場合

緊急地震速報！

1 分～ 5 分

5 分～ 1 0 分

1 0 分～数時間

地域ぐ るみで協力し 合っ
て 救 出、救 護 を 行 い ま
し ょ う 。

隣、近所の安否確認を
行いまし ょ う 。

火災の延焼を 防ぐ た め、
初期消火を行いまし ょ う 。

家族の安否確認を 行い
ま し ょ う 。

外出前にブ レ ーカ ーを

切り 、 ガ ス の元栓 を 締

めて 避難し ま し ょ う 。

窓や戸を開け出口を確保
し まし ょ う 。

落ち ついて 火の元を 確
認し 、 出火し て い た ら
初期消火し ま し ょ う 。

緊
急
地
震
速
報
！

自宅で生活が不可能 自宅で生活が可能

身の周り の

安全確保

身の周り の

安全確保

拠点避難場所へ

避難途中、 門や塀に は
近寄ら な い よ う にし ま
し ょ う 。

買い 物カ ゴ や鞄で 頭
を 守り 、 店員の指示
に従いま し ょ う 。

道路の左に寄せて 止
め、ド ア はロ ッ ク せ
ずにキーを 差し た ま
ま 避難し ま し ょ う 。

吊革や手すり につか
ま り 、 体が 放り 出さ
れ な い よ う に し ま
し ょ う 。

本棚やロ ッ カ ーが倒
れたり 、窓ガラ スが割
れた り する ので 注意
し まし ょ う 。

ガ ラ ス の破片、 看板
な ど に注意し な がら
近 く の 安 全 な 場 所
に避難し ま し ょ う 。

ブ ロ ッ ク 塀・ 門柱の転
倒、ガラ ス・ 瓦の落下、
切れた 電線に注意し
まし ょ う 。

すべて の階のボタ ン
を 押し 、 動かな い な
ら 非常用連絡ボタ ン
を 押し ま し ょ う 。

停電にな っ て も 誘導
灯がつく ので、落ち着
いて 係員の指示に従
いまし ょ う 。

落ち 着いた ら 火を 消
し まし ょ う 。

布団や枕で頭を 守り 、
家具が倒れて こ な い
と こ ろ に身を 伏せま
し ょ う 。

ド ア や窓を 開けて 出
口を確保し まし ょ う 。

重い家具の近く 、電灯
の真下な ど から 離れ
まし ょ う 。

※要配慮者は必要に応じ て福祉避難所へ

落ちてく る 倒れてく る 移動し てく る

３
つ
の
エ
リ
ア
を
避
け
て

身
の
安
全
を
確
保
！


